









の使 用数 は源氏＝944 ・ 枕＝87 で、「をかし」は源氏＝534 ・ 枕＝422 で
あ＆ 。こ れを両作品の自立語延べ語数で割ると、「あはれ」は源氏 ＝










































平家 徒然 方丈 大鏡 更級 紫 源氏
作品別形容語延べ語数 4489 1949 225 2303 869 1081 31978
自立語全延べ語数 99408 17112 2527 29212 7243 8737 207792
形容語／全延べ　‰ 45.2 113.9 89.0 78.8 120.0 123.7 153.9
作品別形容語異なり語数 534 367 98 372 221 302 1332
自立語異なり語数 14457 4240 1148 4819 1950 2468 11421
形容語／全異なり　‰ 36.9 86.6 85.4 77.2 113.3 122.4 116.6
枕 蜻蛉 後撰 土左 古今 伊勢 竹取 計
4605 2430 959 244 711 464 365 52638
32905 22398 11955 3496 10015 6931 5124 464855
139.9 108.5 80.2 69.8 71.0 66.9 71.2 113.2
500 388 138 91 149 157 135 1858
5246 3598 1923 984 1994 1692 1312 23877






































で全体の50.9% を占めている。上位100 語までで3 分の2 を越してい
る。また、上位500 語で93.7% を占めているから、残りの使用頻度数下
古典作品の形容語使用状況についての考察（横5 ）
表n　 延 べ語数計ラン キング別 割合表
ランキング 延べ語数計 累計 ％
1 ～10 15612 15612 29.7
11 ～20 5285 20897 39.7
21 ～30 3337 24234 46.0
31 ～40 2570 26804 50.9
41 ～50 2229 29033 55.2
51 ～60 1827 30860 58.6
61 ～70 1532 32392 61.5
71 ～80 1324 33716 64.1
81 ～90 1241 34957 66.4
91 ～100 1130 36087 68.6
101 ～150 4213 40300 76.6
151 ～200 2710 43010 81.7
201 ～300 3347 46357 OO. i
301 ～400 1810 48167 91.5
401 ～500 1167 49334 93.7
1858 52638
ベ スト40 の語( 延べ語数)
① なし(5925) 、② あ はれ なり
(1481)、③いみじ(1456) 、④

























































なし 無 A ク 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1
あはれなり 辰 B ナ 2 7 6 3 9 2 8 3 12 11 5 6 16
いかなり　 ，如何 B ナ 4 4 10 3 5 5 3 6 2 8 20 6 20 4
いみじ 甚 A シ 4 2 2 7 4 2 5 17 3
おほし 多 A ク 3 3 2 8 17 8 5 10 11 22 7 17 4
ことなり 異・殊 B ナ 9 6 4 6 14 25 19 24
をかし 招 A シ 6 16 4 2 7 1 7 29
よし 良 A ク 8 2 20 5 13 3 8 4 8 3 27 2 2
あやし 怪 A シ 17 20 9 22 20 9 10 4 29 14 24
ふかし 深 A ク 5 9 3 12 15 10 18 6 29 8 16
やすし 安 A ク 15 17 3 15 11 19 24
いたし 甚・痛 A ク 24 24 12 19 13 7 27 5 4
うし 憂 A ク 28 17 17 24 13 17 2 2 13
ちかし 近 A ク 10 11 3 11 6 29 14 12 10 9 14 16 24 11
いとほし 可憐 A シ 26 15
かなし 悲・愛 A シ 9 7 16 6 4 7 4 2 4
はかなし 果無 A ク 11 17 26 9 12 13
おなじ 同 A シ 5 12 6 4 17 9 18 15 9 12 2 24
こころぐるし 心苦 A シ 19
くちをし 口惜 A シ 28 20 16 20 16
さすがなり 流石 B ナ 26 22 21 24 24
くるし 苦 A シ 20 22 22 15 22 11 12 24
はづかし 恥 A シ 20 23 24
さまざまなり 様様 B ナ 20 24
わかし 若 A ク 11 24 25 17 9
うれし 嬉 A シ 26 21 14 14 4
めでたし 愛甚 A ク 12 13 7 22 24 27 5 16
あさまし 浅 A シ 24 12 29 28 29 12
かやうなり 斯様 コ B ナ 11 13 22 28
















表IV は、古典14 作品それぞれの使用頻度数ベスト30 の語（以下B30
と略称する）を、他の13 作品のB30 と比較し、類似度を数値化したもの
表Ⅳ　ベスト30 の類似度
平家 徒然 方丈 大鏡 更級 紫 源氏 枕 蜻蛉 後撰 土左 古今 伊勢 竹取
平家 - 3 3 n 1 8 8 6 6 11 3 13 8 2
徒然 7 - 10 6 7 1 2 2 4 13 9 12 10 5
方丈 1 2 - 11 2 8 6 8 2 7 8 11 11 2
大鏡 9 1 11 - 2 6 2 2 7 12 2 13 9 7
更級 1 9 12 7 - 5 5 7 3 9 1 13 11 3
紫 10 1 13 9 6 - 3 1 3 11 6 11 8 5
源氏 11 2 11 7 5 1 - 5 2 10 8 n 9 2
枕 10 2 12 6 6 1 3 - 6 11 3 13 9 3
蜻蛉 12 2 12 9 4 1 2 5 - 8 5 9 9 5
後撰 8 12 8 13 3 8 5 8 5 - 2 1 4 5
土左 9 11 13 7 2 3 9 3 3 3 - 7 11 1
古今 10 9 10 13 5 8 5 10 4 1 3 - 2 5
伊勢 n 10 13 12 5 3 5 4 5 5 5 2 - 1
竹取 7 3 11 10 3 3 2 7 7 11 1 13 3 -
計 106 67 139 121 51 56 57 68 57 112 56 129 104 46
順位 9 7 13 11 2 3 5 7 5 10 3 12 8 1
(横8)
である。すなわち、表Ⅲでは、源氏のB30 と同じ語が平家では12 、徒然
では19 、方丈では12 、大鏡では16  (以下略) である。この数値に順位を
付けると、1 位は紫の20 、2 位は徒然・蜻蛉・竹取の19 、5 位は更級・
























しかし、12 語という数は、更級＝紫:17 、紫＝土左:17 、土左＝更級：
古典作品の形容語使用状況についての考察（横9 ）





















本稿では増補改訂版を用い、MC は1 語に1 つという原則を立てた。
増補改訂版では収録語数が約九万六千語と多く、ほとんどの古典語に対
応する現代語を見つけることが出来るからである。しかし、多義語をも










してそ の現代 語のMC を付ける。例：あはれなり ＝感慨深い















以上のような基準に従って、1858 語にMC を付けた。MC の昇順に







た数値( 割合) である。少数以下5 位で四捨五入し少数四位までを掲げ
た。平家の3.10 欄の405 という数値は40.5 ‰であることを示す。 1667
とあるのは16.67 ％で166.7 ‰である。小数点を省くためこの表記とし
た。表YIは、表V に代表して掲げた3.10 ・ 3.11から3.57 までのMC 表
(掲出は割愛する) をもとに区分ごとに小計をして作成した。以下、表
VIをもとに考察する。
表VI は、MC を原則 として少数以下2 位までを基本区分として切った。
しかし、所属する語の多いものは、少数以下3 ・4位を参照して区切った。
3.13 ・ 3.19 ・ 3.30 ・ 3.50が該当する。従って、37 の区分となった。
表VI の項目は、左端にMC と見出を掲出し、所属する異なり語数を(異
＝31) のようにして示した。次欄に語例として主な語を掲げた。(n は
「なり」)データは、作品ごとの小計( 延べ語数)・割合10 ‰1( 小計 ／総
延べ語数) ×101 ・10‰で示した割合の高い順位(1 ～37 位)、を示した
ものである。右端に14 作品の合計を基に同じ数操作の結果を付した。
3-1. 計の欄のベ スト5 を見ると
まず、1 位である〔存在〕を表す3.12 に注 目する。これは、延べ5925
語の「なし」のためで、「なし」を除けば987 とな。り｀、順位は20 位とな
る。枕だけが4 位であるのも「なし」＝284 が蜻蛉 ＝332 よりも少ない
（総数は枕＝4605 、蜻蛉＝2430 ）ためである。
2 位の3.1910-11 〔量、多少・長短・深浅〕では、すべての14 作品で
2 ～4 となっており、叙述の基本語を含んでいると言えよう。個別に見
ると、「多し」＝996 、「少なし」＝108 、「長し」＝192 、「短し＝58 、」「深
し」＝709 、「浅し」＝151 の他、「高し」＝253 、「遠し」「長し」＝192 、「遥
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3 位の3.3020-21 〔心、好悪・愛憎・敬意・感謝〕では、源氏が2 位





なし558 、いとほし405 、にくし350 、こひし289 、なつかし222 、うっく
し187 、かたじけなし179 、ゆかし135 、はかばかし120 、・らうたげなり
109、をし108 、 ねたし102 」が100 以上である。何れも古典の基本語彙
である。続いて、「うらめし99 、らうたし95 、うっくしげなり78 、うら






















3-2. 計 の 欄 の6 か ら10 位
6 位 は、3.3410-30 〔行 為 、 身 上 ・ 人 柄 ・才 能 ・威 厳 ・品 行 ・活 動 〕 で
あ る 。 3.34 を 一 つ と し た の で 、 異 な り 語 数 は161 も あ る が 延 べ 語 数 は
2856 で あ る 。 こ の 項 で 目 立 つ の は 、伊 勢 の2 位 で あ る 。 そ れぞ れ の 逸 話
に昔 男 が 登 場 し 簡 単 な 人 物 紹 介 と 行 為 と が 語 ら れ る と い う 叙 述 の 特 徴 を
物 語 る 数 値 で あ る 。 次 に 続 く の は 、 徒 然 ・ 大 鏡 ・竹 取 の4 位 で あ る 。 と
こ ろ が 、 共 通 す る 語 は 「 い や し ・ お ろ か な り ・ か し こ し ・さ か し ・ た け
し 」 だ け で あ る 。 徒 然 は 「や ん ご と な し14 、い や し9 、 つ た な し10 、す
な ほ な り6 」 と い っ た 身 分 や 人 柄 を 表 す 語 が 上 位 に あ る 。 大 鏡 は 「 や ん
ご と な し30 、あ て な り4 、 古 代 な り4 、 け し4 、 あ ら ら か な り4 」 と変
化 に 富 む 。 竹 取 は 共 通5 語 の 他 に は 「 ま め な り3 、 な め げ な り1 、 あ な
が ち な り1 」 が 挙 げ ら れ る の み で あ る 。 作 品 の 性 格 が 異 な れば 用 語 も異
な る と い う こ と の 証 左 か 。 源 氏 が6 位 で あ る 。 源 氏 の 特 徴 は 異 な り 語 数
161 の う ち 何 と119 語 を 用 い て い る、 す な わ ち ど れ か 他 の作 品 にあ っ て
源 氏 に 無 い 語 は42 に す ぎ ない 。 源 氏 だ け の 語 で3 例 以 上 の 語 を 挙 げ る
と「 げ す げ す し ・や んご と な げ な り ・う も れい た し ・か た く な し げ な り ・
きす く な り ・ 心 弱 さ ・じ ほ ふ な り ・ つ つ ま し さ ・ ひ き きり な り ・ お れ お
れし ・か ど か ど し さ・さ か し げ な り ・か け か け し ・好 き が まし ・あ ら（ 荒 ）
まし ・ を ん な し 」 で あ る。（ 派 生 語 を 別 々 に扱 っ て る 、 念 の た め ）
7 位 は 、3.1331 〔様 相 、 特 徴 〕 で あ る 。 こ の 項 に 属 す る 語 とし て は 、
計 の順 に 「あ や し785 、 こ と な り719 、 め づ ら し241 、 こ よ なし216 、 あ
ぢ き な し ・ めづ ら か な り87 、な の め な り52 、け （ 異 ）な り43 、 こ と や う
な り24 、こ と ざ ま な り22 、 も の お も は し19 」（続 い て14 、12 、11 、10 他
は 一 桁 ） で あ る 。 使 用 頻 度 の 差 が 大 きい 。 次 の 特 徴 は 、 作 品 間 の 差 が 大
きい こ と で あ る 。 こ の辺 り か ら は、 規 模 の小 さ な作 品 （延 べ 語 数 が1000
以 下 ） は 順 位 が 余 り 意 味 を な さ ない の で 、 割 合 で 比 べ る こ と と す る 。 表
二 段 目 の10 ‰ の 列 を 見 る に 、 蜻 蛉638 、 紫592 、 源 氏557 が50 ‰ を 越 し





















、1 が古今（めでたい 、2 が土左（をかし）と極端に少ないものが存
在することである。
10 位は、3.1332 〔様相、良不良・適不適〕である。この項に属する語
としては、計の順に「よしnil 、あし299 、よろし138 、わろし122 、よ








3-3. 計 の 欄 の11 か ら37 位 概 括
11 位 か ら37 位 ま で の 項 か ら 、注 目す べ き数 値（分 布 ）と な っ て い る も
の を 採 り 上 げ る 。
13 位 は3.1920-40 〔量 、 程 度 ・ 限 度 〕 で あ る が 、 作 品 別 で み る と、 更
級106.4 ‰ ・大 鏡86.8 ・枕82.3 は2 位 で あ る 。「い み じ1456 」 の 数 値 で
決 ま っ た 感 が あ る。
14 位 は3.1346 〔様 相 、 難易 ・安 危 〕で あ る 。 こ の 項 は 「～ や す し ・～
か た し 」 な ど の 複 合 語 が 多 い た め 、 異 な り 語 数 が245 と最 も多 い 。多 く
の 語 に 用 例 が 散 ら ば っ て い る と 言 え る。 そ の 中 で 用 例 数 の多 い の は 、「や
す し564 、 か た し190 、 む つ かし102 、 聞 き に く し ・あ や ふ し54 、 忍 び が
た し46 、忘 れ が たし43 」で あ る 。 作 品 別 で は 、方 丈 が53.3 ‰ で3 位 で あ
る の は 「や す し7 、 あ や ふし2 」 が 貢 献 し て い る。
19 位 の3.5010-20 〔自 然 、 光 ・色 〕 で、 枕 が52.3 ‰ で7 位 に な っ て い
る の は 、「白 し76 、 あ か し33 、黒 し23 、 暗 し22 、あ ざ や か な り ・あ を し
18」 な ど の語 に よっ て 、 き め細 か な 自 然 描 写 をし て い る 枕 の 面 目 躍 如 と
言 う と こ ろ 。 ま た 、「 つ や や か な り10 」 は、 源 氏 の5 を抜 い て1 位 で あ
る 。 な お 、 更 級57.4 が9 位 で あ る が、「 木 暗 し 、 仄 か な り、 黄 な り 」 に
特 徴 が 見 ら れ る 。
26 位 の3.3680 〔待 遇 、 待 遇 ・ 礼 な ど〕 で は 、 伊 勢34.5 ‰9 位 と 古 今
25.3 ‰8 位 が 目 に 付 く 。 伊 勢 は「つ れ な し8 、 ね ん ご ろ な り6 」、古 今 は
「つ れ な し10 、つ れ も な し6 、人 頼 め な り2 」が 代 表 語 で あ る。 ち な み
に、3.3610 公 式 ・ 公 平 は該 当 語 が ない 。
27 位 以 下 に は 、作 品 別 に見 て も あ る 作 品 だ け が 上 位 に入 っ てい る こ と
は 無 い と言 っ て よ く、 下 位 の項 目 は ほ と ん ど 全 て の作 品 に共 通 し て 用 例
が 少 な い と言 え る 。
3-4.   MC の少数以下2 桁単位で比 較すると
表Ⅶは、表V で一部示した「MC 付け表」全体を基に、MC の少数以下
(横22)
表Ⅶ　MC 別語数
見出 異語数 延語数 延の順位
3.10 真偽 19 1919 7
3.11 類 31 1187 9
3.12 存在 30 6912 4
3.13 様相 475 9791 2
3.14 力 27 295 15
3.15 作用 23 126 18
3.16 時間 47 1939 6
3.17 空間 8 53 21
3.18 形 15 113 19
3.19 量 186 7290 3
3.30 心 538 14951 1
3.31 言語 20 505 12
3.33 生活 66 1174 10
3.34 行為 161 2856 5
3.35 交 わり 14 204 16
3.36 待遇 36 372 13
3.37 経済 12 77 20
3.50 自然 90 1749 8
3.51 物質 23 342 14
3.52 天地 7 30 22
3.56 身体 10 143 17
3.57 生命 20 610 11
計 1858 52638
古典作品の形容語使用状況についての考察（横23 ）
2 桁 単 位 で 比 較 す る た め に 作 成 し た 。
異 な り 語 数 ・延 べ 語 数 と も に 「3.30  心 」 が多 く、 次 が 「3.13 様 相 」で
あ るよ こ れ は、 現 代 語 で作 成 し て あ る 『分 類 語 彙 表 』 の 所 属 語 で も同 様
で あ る 。 反 対 に 所 属 語 数 の 少 な い 「3.17 空 間 」「3.18 形 」「3.52 天 地 」
「3.56 身 体 」 な ど は 、『分 類 語 彙 表』 で も同 じ よ う に少 な い の で あ る 。
当 然 の こ とで は あ る が 、 古 語 と現 代 語 と のMC の 分 布 に は ほ と ん ど差




















（4 ） 国 立国 語研 究所 『分類 語彙 表』（1964 年3 月、 秀英 出版 ）
同 上 『分類 語 彙表一 増 補改 訂版 』（2004 年1 月、 大 日本図 書）
（5 ） 田 島敏 堂 『意味 コ ード の付 け 方一 語彙比 較研 究 の ため にー 』（1995 年3
月 、名 古屋 大 学大 学 院国 際開発 研 究科）
（6 ） 例 えば、「あ は れ・し り・がは・な り」は、MCl  ＝1.1302 、MC2  ＝2.3060 、
MC3  ＝3.1300 、MC4  ＝2.1000 とい うよ うに構 成 要素ご と にMC を施 し
て い る。
